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９月定例会

平成28年９月定例会を９月６日から10月17日までの42日

間の会期で開催しました。本定例会は、市長から提案された議

案13件と決算議案13件を審議しました。議案は、いずれも原

案のとおり可決・同意・認定したほか、請願１件を採択しました。

上程された議案は３つの常任委員会に付託され、審査しました。

その内容は次のとおりです。（採決の結果は６ページに掲載）

総務教育建設委員会 付託された２議案は、原案のとおり可決

●消防ポンプ自動車、小型動力ポンプ積載車等

が更新されます

購入から20年以上経過し、老朽化してい

るため、消防ポンプ自動車や小型動力ポンプ

付普通積載車等が更新されます。

質疑の中で「分団によって、軽自動車と普

通車の導入がそれぞれあるが、その理由は」

に対し、「分団からの要望と消防本部の計画

を総合的に判断し、導入を決定している」と

の答弁がありました。

採決の結果、全員賛成で可決となりました。

●臨時的任用職員の賃金が改定されます

本年10月２日から適用される最低賃金の

引き上げに対応するため、賃金の改定を行

い、上限額についても引き上げられます。

質疑の中で「日額を時給に換算するといく

らになるのか。雇用年数によるベースアップ

はあるのか」に対し、「本年10月２日から最

低賃金が831円に改定されることから、一般

事務の臨時職員の時給を851円とする。雇用

年数によるベースアップはない」との答弁が

ありました。

採決の結果、全員賛成で可決となりました。

小型動力ポンプ付軽積載車

消防ポンプ自動車

同意した人事案件

●監査委員の選任

　　　相　根　一　雄議員 （議会選出）＝新

●教育委員会委員の任命

　　　波多野　芳　雄さん （中 ノ 町）＝新

●固定資産評価審査委員会委員の選任

　　　由　良　茂　文さん （新 庄 町）＝再

●人権擁護委員の候補者の推薦

　　　新　川　範　子さん （高 槻 町）＝新

　　　樋　口　高　夫さん （青 野 町）＝新

平成28年12月定例会の日程予定
　12月定例会は、11月29日から12月16日までの

19日間の会期で予定しています。

１１月２９日（火）　本会議（議案上程）

１２月　５日（月）　請願受理締切り（正午）

　　　　６日（火）～８日（木）　一般質問

　　　　９日（金）　予算決算委員会

　　　１２日（月）　総務教育建設委員会

　　　１３日（火）　産業厚生環境委員会

　　　１４日（水）　予算決算委員会

　　　１６日（金）　本会議（採決）



●綾部市豊かな森を育てる基金条例が制定され

ます

この条例は、平成28年度に京都府が導入し

た「豊かな森を育てる府民税」を財源とした、

市町村交付金事業に要する経費に充てる基金

を設置しようとするもので、事業実施後に残

額が生じた場合は、積み立てて次年度の事業

に充当することができるものです。

質疑の中で「交付金の基本枠は人口比率で

各市町村に配分されるが、本来は森林面積に

応じて配分されるべきでは」に対し、「８月に

も知事要望をしているが、既に事業化された

ものであり、再検討は難しいと考える。必要

な財源はプロジェクト枠で事業要望してい

く」との答弁がありました。

採決の結果、全員賛成で可決となりました。

●綾部市自然休養村管理センターの設置及び管

理に関する条例が廃止されます

綾部市自然休養村管理センター、通称「上

林山荘」が用途廃止され、本年度中に解体処

分されます。解体費用は1957万８千円。

質疑の中で「民間等に借りていただくことは検

討されたのか。また、解体する費用がかかると

考えるがどうか」に対し、「施設を今後も利用す

るには、耐震診断結果に基づく耐震化だけでな

く、リニューアルする必要もあり、解体費用より

も多額の費用がかかる」との答弁がありました。

また、「解体後の跡地はどうするのか」に対

し、「地元の土地であり、車が駐車できるくら

いには整地をする」との答弁がありました。

採決の結果、全員賛成で可決となりました。

その他２議案について審査を行い、採決の結

果、全員賛成で可決となりました。
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産業厚生環境委員会 付託された４議案は、原案のとおり可決

予 算 決 算 委 員 会 付託された４議案は、原案のとおり可決

●平成28年度一般会計補正予算（第２号）

住みたくなる綾部留学プロジェクト事業

費、家庭向け自立型再生可能エネルギー導入

補助事業費、循環型林業推進事業費、府内産

木材利用促進事業費など、総額１億1835万円

の追加予算を計上するものです。

質疑の中で「住みたくなる綾部留学プロジェク

ト事業費について、何カ年の計画なのか」に対

し、「今年度は準備段階で10人程度の関心の

ある方を募集し、その中から複数名、来年度１

年間留学していただくことを想定している。その

後、募集活動を繰り返しながら継続し、事業効

果の検証も含め事業を行っていきたい」との答

弁がありました。さらに「国の制度に基づき募集

対象を看護師に限定しているのか」に対し、「市

の単独事業であり、地域で活躍する看護師など

の育成を図るとともに、定住促進と併せて事業

を進めていきたい」との答弁がありました。

また、「府内産木材利用促進事業費につい

て、新築・増改築等を行う施主への周知は。

補助の予定件数は」に対し、「京都府の宣伝に

併せ、市でも広報をしていく。補助は上限額

を20万円とし、10件程度を予定している」と

の答弁がありました。

その他、特別会計３件の補正予算について

審査を行い、採決の結果、４議案とも全員賛

成で可決となりました。

※あやべ市議会だより第114号２ページの「綾部市固定資産評価委員の選任」は「綾部市固定資産評価員の選任」、４ページ

の「固定資産評価委員の選任について」は「固定資産評価員の選任について」の誤りでした。お詫びして訂正いたします。

請願審査

●手話を言語として定着させ、要約筆記・字幕・筆談、触手話などの多様なコミュニケーションの促

進をはかり、安心安全の共生社会を築く条例制定を求める請願書
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　　　　　 第５次綾部市総合計画

前期５ヵ年計画の総仕上げ

決算審査

～平成27年度決算を可決・認定～

平成27年度 会計別決算収支の状況平成27年度 歳入歳出の状況（一般会計）

区　　　　分

一　般　会　計

特

　
　別

　
　会

　
　計

歳入総額 歳出総額

市 立 診 療 所 等

農林業者労働災害共済

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後期高齢者医療

駐 車 場

簡 易 水 道

下 水 道 事 業

地 域 排 水 事 業

住宅・工業団地事業

16,767,772,583

38,056,083

2,622,789

4,423,521,192

4,521,839,906

519,500,274

74,743,237

672,991,560

1,777,519,783

684,975,686

57,301,436

16,725,671,280

38,056,083

1,727,084

4,423,521,192

4,399,243,256

509,766,325

74,743,237

672,991,560

1,755,429,133

684,975,686

57,301,436

区　　　　分

公
営
企
業
会
計

収　　入 支　　出

上 水 道 事 業

病 院 事 業

784,633,731

6,471,044,409

717,387,322

6,455,417,205

（単位：円）

歳入

歳出

総務費
14.3％

市税
25.5％

繰入金　4.0％
国庫支出金
11.3％

府支出金
11.2％

市債
　  6.9％

地方交付税
28.3％

 諸収入　1.4％

分担金・負担金　1.4％

使用料・手数料　2.4％

地方譲与税　1.0％
配当割交付金　0.2％
地方消費税交付金　4.3％
自動車取得税交付金　0.3％
地方特例交付金　0.1％
株式等譲渡所得割交付金　0.1％
利子割交付金　0.0％
交通安全対策特別交付金　0.0％

民生費
31.4％

教育費
10.0％

公債費 
9.1％

衛生費
10.9％

消防費　3.9％

土木費　7.5％

商工費　2.4％

農林水産業費　6.4％

議会費　1.2％
労働費　0.5％

災害復旧費　2.4％

自主財源 36.3％

依存財源 63.7％

財産収入　0.3％
寄 附 金　0.4％
繰 越 金　0.9％

《歳入》

167億6,777.2万円

《歳出》

167億2,567.1万円

●審査のあらまし

決算審査は、10月５日から10月12日のう

ち５日間にわたり慎重に審査しました。

一般会計と特別会計の歳入総額は295億

4084万円、歳出総額は293億4343万円で、歳

入歳出差引は１億9741万円の黒字となりま

した。一般会計では44年連続の黒字となっ

ています。

２公営企業会計は、上水道事業で当年度純

利益6724万円で33年連続の黒字となり、病

院事業は当年度純利益1567万円で、黒字を

確保しました。

●借金を抑制し、将来を見据えた財政運営

一般会計の市債（借金）は２億3347万円減

の132億5231万円となり発行額を抑え、２年

連続で減少しました。一方、基金（貯金）は

３億5555万円減の47億3109万円となりまし

た。

予算決算委員会
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■ 一般会計

審査の結果

《全　般》

•「住んでよかった」「住みたくなる」綾部実現の
ため、新たな子育て支援として通院医療費の

支援を中学生に拡充し、第３子以降の保育料
の免除などを実施された。財政面においては

市債残高の減少、経常収支比率の改善、実質

公債費比率の改善など健全経営に努力され、

44年連続して黒字になったことを評価する。
引き続き課題解決に向けて取り組まれたい。

《総務費》
•定住サポート事業について、平成23年度

よりスタートした空き家提供奨励金が２倍
に増額されたことを高く評価する。さらな

る制度の啓発に努められたい。

•水源の里活性化事業として、各種の取り組
みを実施されたことに対し評価するが、水

源の里指定集落14集落以外についても引
き続き地域活動の支援を願いたい。

《民生費》
•放課後学級運営事業費を評価する。今後、

開設要望がある地域については、まちづく
りの観点からも地域格差が発生しないよう

開設に向けた柔軟な対応を要望する。

•毎年老人クラブが減少している。交流が少

なくなるとますます孤独化、孤立化の要因
が増える。京都府の増員計画の趣旨に沿っ

て、活性化策等を検証し、減少の要因把握
や活性化策に取り組まれたい。

《衛生費》

•雑紙分別と３Ｒ（リデュース・リユース・リサイ
クル）を進め、ごみ減量化を図ること。

•水中健康教室事業費を評価する。高い効果
のある水中運動を多くの市民に周知いただ

き、本市のさらなる健康寿命の延伸に努め
られたい。

《労働費》

•ふるさと就職支援情報発信事業費及び就職
フェア開催事業費を評価する。ＵＩターン促進

にも繋がる本事業を今後も力強く展開いただ

き、本市の労働力確保に努められたい。

《農林水産業費》
•クマ対策においては農作物被害の観点だけ

ではなく、人の安全面からも対策が必要で

ある。関係各課と連携を図り横断的に野性
鳥獣被害対策に取り組まれたい。

•農地中間管理機構や集積協力金の取り組み

は評価するが、棚田や中山間地などの農地

の荒廃が進まないような施策も期待する。

《商工費》

•市内企業と連携を図るなど積極的にインバ

ウンド戦略に取り組み、本市の観光振興に

努められたい。

《土木費》
•市民要望の最も多い市道の道路整備及び道

路維持管理に努力されていることを評価す
る。市民の安全・安心のライフラインとし

て、なくてはならない市道の整備と維持管
理のさらなる充実のため、予算の増額が必

要である。

《消防費》

•消防職員の計画的な増員を高く評価する。
今後も、市民の安全・安心のさらなる向上

のため、継続的な増員と消防力の増強に努
められたい。

《教育費》

•中丹文化事業団補助金を評価する。中丹文
化会館は、中丹・北部地域を代表する文化

ホールである。トイレの車椅子対応、洋式
化、換気の強化等の要望をされたい。

■ 国民健康保険特別会計■ 市立診療所等特別会計

•減免制度等、周知徹底すること。•遠隔地である市立診療所は高齢化の進む地
域住民のよりどころであり、今後もなお一

層地域医療に努められたい。

■ 介護保険特別会計

•所得に対して保険料が過大で支払い能力を

超えている。国・府への財源措置を求める
と同時に、市独自の減免施策を講じること。

■ 地域排水事業特別会計

•浄化槽の設置は環境保全の面から重要であ

り、100％の設置に向けて市の強い指導力
と啓発を願いたい。

■ 病院事業会計

•医師、看護師等の確保に努めること。

一般会計と介護保険特別会計は賛成多数、他の11議案は全員賛成で可決及び認定と

なりました。委員会審査の意見調整で出された主な意見は次のとおりです。
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績
と
な
っ
た
定
住
サ
ポ
ー
ト
事
業
な
ど
、
国
や
府
の
制
度

を
活
用
し
つ
つ
、
積
極
的
か
つ
、
き
め
細
や
か
に
各
種
事
業
を
実

施
さ
れ
て
い
る
。
介
護
保
険
に
お
い
て
も
、
保
険
料
の
多
段
階
設

定
や
介
護
給
付
費
準
備
基
金
の
活
用
な
ど
、
低
所
得
者
に
対
す
る

保
険
料
軽
減
策
を
実
施
さ
れ
て
お
り
、
本
市
が
抱
え
る
課
題
へ
の

対
応
と
新
し
い
流
れ
を
つ
く
る
た
め
の
施
策
を
中
心
に
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
市
民
の
皆
様
の
切
実
な
声
や
、
各
議
員
が
提
案
し

て
き
た
内
容
を
形
に
し
て
事
業
実
施
さ
れ
て
お
り
高
く
評

価
す
る
。

反対 日本共産党

吉　崎　　　久 賛成 民政会

種　清　喜　之

論討

《 議決（可決・同意・認定）結果の一覧 》

■各議員の態度 ・すべての議案において、会派内等で可否の態度が分か
　れたものはありません。

・議長は議案の採決に加わっていません。

市長提案の議案

□豊かな森を育てる基金条例の制定について

□一般職職員の給与に関する条例の一部改

正について

□ふれあいの家の設置及び管理に関する条

例の一部改正について

□自然休養村管理センターの設置及び管理

に関する条例の廃止等について

□動産の取得について

□土地改良事業の施行について

平成28年度補正予算

□一般会計補正予算（第２号）

□農林業者労働災害共済特例会計補正予算（第１号）

□介護保険特別会計補正予算（第１号）

□後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

人事案件

□教育委員会委員の任命について

□固定資産評価審査委員会委員の選任について

□人権擁護委員の候補者の推薦について

平成27年度決算議案

□一般会計

〈10特別会計〉

□市立診療所等特別会計

□農林業者労働災害共済特別会計

□国民健康保険特別会計

□介護保険特別会計

□後期高齢者医療特別会計

□駐車場特別会計

□簡易水道特別会計

□下水道事業特別会計

□地域排水事業特別会計

□住宅・工業団地事業特別会計

〈２企業会計〉

□上水道事業

□病院事業

請願

□手話を言語として定着させ、要約筆記・字

幕・筆談、触手話などの多様なコミュニ

ケーションの促進をはかり、安心安全の

共生社会を築く条例制定を求める請願書

無
会
派

公
明
党

新
政
会

共
産
党

創
政
会

民
政
会

無
会
派

公
明
党

新
政
会

共
産
党

創
政
会

民
政
会

賛成： ◯　反対：×

（■＝可決　■＝否決）

賛成： ◯　反対：×

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ × ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ × ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○
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Ｑ　

教
育
委
員
会
と
し
て
の
指
導
計
画
の
徹
底
に

つ
い
て
委
託
先
も
含
め
た
協
議
の
場
は
ど
う

か
。

Ａ　

直
営
・
委
託
合
同
で
学
期
ご
と
に
支
援
員
の

研
修
会
を
行
い
、
情
報
交
換
を
し
て
い
る
。

Ｑ　

利
用
料
を
保
育
園
と
同
様
に
、
所
得
に
応
じ

た
応
能
負
担
に
し
て
預
け
や
す
い
よ
う
に
す
る

考
え
は
な
い
か
。

Ａ　

生
活
保
護
家
庭
や
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
つ
い

て
は
、
減
免
を
し
て
お
り
、
現
状
で
は
そ
の
考

え
は
な
い
。

Ｑ　

東
綾
放
課
後
学
級
で
は
委
託
先
か
ら
、
幼
稚

園
の
ま
ま
の
ト
イ
レ
の
た
め
、
改
善
要
望
が
強

く
出
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
現
状
は
。
ま
た
、

開
所
時
か
ら
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、
９
年
間
も

改
修
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
大
問
題
で
は
。

Ａ　

幼
稚
園
で
は
ト
イ
レ
が
男
女
別
に
な
っ
て
お

ら
ず
、
便
器
も
幼
児
用
。
今
年
８
月
に
仕
切
り

用
カ
ー
テ
ン
を
つ
け
、
秋
に
は
大
人
用
に
交
換

す
る
計
画
で
あ
る
。
今
後
改
善
に
努
め
た
い
。

Ｑ　

４
月
か
ら
の
制
度
実
施
の
も
と
、
保
護
者
・

支
援
員
・
委
託
先
・
児
童
た
ち
も
含
め
て
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
り
生
の
声
を
つ
か
む
べ
き
で
は
な

い
か
。
議
会
と
し
て
も
昨
年
12
月
議
会
で
付
帯

決
議
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
応
え
る
べ
き
で

は
。

Ａ　

支
援
員
や
委

託
先
と
は
日
ご

ろ
の
連
携
で
意

見
は
聞
い
て
い

る
。
手
法
に
つ

い
て
は
検
討
し

た
い
。

放課後学級事業の大幅変更に伴う
関係者の声を聞くことを求める日本共産党　　吉　崎　　　久

■中筋放課後学級

Ｑ　

全
国
的
に
保
育
士
不
足
が
さ
け
ば
れ
る
中
、

市
の
現
状
は
。

Ａ　

保
育
士
数
は
、
１
７
９
名
で
あ
り
、
配
置
基

準
に
基
づ
く
人
員
は
確
保
で
き
て
い
る
が
、
年

度
途
中
の
確
保
に
は
苦
労
し
て
い
る
。

Ｑ　

私
立
保
育
園
の
保
育
士
給
与
は
、
全
国
平
均

で
月
額
21
万
９
千
円
で
あ
る
が
、
市
の
私
立
・

公
立
の
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
低
賃
金
の
原

因
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
さ
ら

に
、
私
立
保
育
園
の
保
育
士
の
勤
務
時
間
に
対

す
る
実
態
調
査
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

Ａ　

平
成
25
年
度
数
値
で
、
私
立
は
25
万
１
千

円
、
公
立
は
職
員
、
園
長
含
め
44
万
７
千
円
で

あ
る
。
低
賃
金
の
原
因
は
掌
握
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
時
間
外
勤
務
等
の
実
態
調
査
は
、
民
間

の
職
員
で
あ
る
の
で
、
行
っ
た
こ
と
は
な
い
。

Ｑ　

諸
外
国
で
は
、
保
育
は
教
育
の
一
環
と
位
置

付
け
ら
れ
て
お
り
、
保
育
士
と
教
員
の
格
差
は

少
な
い
が
、
我
が
国
で
は
、
保
育
と
教
育
は
区

別
さ
れ
て
お
り
、
処
遇
格
差
が
存
在
す
る
。
こ

の
よ
う
な
保
育
士
の
待
遇
に
つ
い
て
、
行
政
と

し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

Ａ　

ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
に
基
づ
い

た
施
策
を
取
り
入
れ
、
さ
ら
な
る
処
遇
改
善
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
職
場
環
境

も
重
要
と
認
識

し
て
お
り
、
保

育
士
の
働
き
や

す
い
環
境
づ
く

り
に
向
け
た
支

援
に
も
努
め
て

い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

■綾部市立物部保育園

一般質問

９月13日、15日及び16日の３日間にわたり14人の議員が市

政全般について質問を行いました。ここでは、一般質問の要旨を掲

載いたします。（掲載は登壇順）

保育士の物心両面にわたる待遇改善は
新政会　　村　上　宣　弘
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一般質問

Ｑ　

中
筋
地
域
の
府
道
沿
い
は
商
業
施
設
の
立
地

も
進
み
、
特
に
府
道
が
交
差
す
る
大
島
Ｊ
Ｒ
踏

切
は
非
常
に
交
通
量
が
増
加
し
て
い
る
。
京
都

府
に
よ
る
市
街
地
の
外
環
道
路
の
整
備
が
計
画

さ
れ
、
今
後
さ
ら
に
交
通
量
が
増
加
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
踏
切
拡
幅
と
府
道
拡
幅

等
の
整
備
計
画
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

Ａ　

府
で
は
平
成
28
年
度
に
通
学
児
童
等
の
安
全

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
歩
行
者
だ
ま
り
、
路

肩
拡
幅
な
ど
一
部
整
備
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
当

該
地
の
安
全
対
策
を
検
討
し
た
い
と
の
こ
と
で

あ
り
、
市
と
し
て
も
引
き
続
き
府
に
要
望
を
行

う
と
と
も
に
事
業
進
捗
に
協
力
し
た
い
。

Ｑ　

高
津
Ｊ
Ｒ
踏
切
は
、
新
小
貝
橋
の
完
成
以

降
、
通
学
通
勤
な
ど
に
よ
り
高
津
駅
の
利
用
が

急
増
し
て
い
る
。
周
辺
の
市
道
に
お
い
て
も
、

一
部
待
避
所
を
設
置
し
て
対
応
し
て
い
る
が
、

交
通
量
が
急
増
し
て
い
る
。
早
期
に
踏
切
拡
幅

と
市
道
全
面
拡
幅
の
計
画
を
立
て
て
ほ
し
い
。

Ａ　

市
道
の
拡
幅
・
改
良
に
つ
い
て
は
、
高
津
踏
切

の
改
良
等
の
調
整
が
必
要
な
た
め
、
今
す
ぐ
の

実
施
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。
具
体
的
に
高
津

踏
切
の
拡
幅
整
備
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
が

進
め
ば
、
事
業
実
施
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

高
津
踏
切
の
拡
幅
は
い
つ
実
施
で
き
る
か
。

Ａ　

現
在
、
井

倉
踏
切
の
拡

幅
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
と
協
議

を
行
っ
て
い

る
。
そ
こ
が

完
成
し
て
か

ら
の
検
討
に

な
る
。

■拡幅と周辺整備が求められている大島踏切（上）と高津踏切（下）

Ｑ　

今
年
の
４
月
に
障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行

さ
れ
た
が
、
障
害
者
の
社
会
参
加
の
し
づ
ら
さ

生
き
づ
ら
さ
は
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
相
互
理

解
の
第
一
歩
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

り
、
障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
理
解
し
あ
え

る
共
生
社
会
を
築
く
に
は
、
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
環
境
整
備
が
必
要
。
そ

の
た
め
の
条
例
制
定
の
考
え
は
な
い
か
。

Ａ　

障
害
者
団
体
と
の
話
し
合
い
の
中
で
、
こ
の

町
の
中
に
障
害
者
が
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
ほ

し
い
と
い
う
強
い
思
い
を
知
っ
た
。
そ
の
た
め

に
は
障
害
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
の
理
解
が
大
切
で
あ
り
、
共
生
社
会
に

向
け
て
障
害
者
の
情
報
・
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た
。
平
成
30
年
４
月
施

行
に
向
け
条
例
を
制
定
す
る
。

Ｑ　

福
祉
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
た
ち
が
高
齢
に
な
ら
れ
、
後
継
者
の
育
成

に
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
考
え
は
。

Ａ　

し
っ
か
り
と
し
た
話
し
合
い
の
中
で
可
能
な

支
援
を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
確
保
に
努
め
る
。

Ｑ　

Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
に
あ
る
本
市
も
安
定
ヨ
ウ
素
剤

を
事
前
配
布
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
。
舞
鶴
市

は
５
キ
ロ
圏
内
、
篠
山
市
も
事
故
後
の
配
布
は

困
難
と
し
て
希
望
者
に
配
布
し
て
い
る
が
。

Ａ　

安
定
ヨ
ウ
素
剤
に
は
服
用
不
適
切
者
も
あ

り
、
事
前
配
布
に
よ
る
誤
服
用
の
危
険
も
あ

る
。
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
計
画
は
な
い
。

■障害者に配慮がされた
　消防署入り口にあるチャイム

Ｑ　

国
交
省
福
知
山
河
川
国
道
事
務
所
は
、
千
年

に
一
度
の
豪
雨
が
発
生
し
た
場
合
の
洪
水
浸
水

想
定
区
域
を
公
表
し
た
。
市
街
地
は
、
ほ
ぼ
全

域
浸
水
す
る
と
あ
り
、
被
害
想
定
が
大
幅
に
拡

大
さ
れ
た
が
、
今
後
の
考
え
は
ど
う
か
。

Ａ　

国
に
は
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
の
対
応
策

を
要
望
し
た
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
避
難
所
等

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
一
次
避
難
、
二

次
避
難
の
段
階
的
な
避
難
を
考
え
、
防
災
計
画

の
見
直
し
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

大
規
模
災
害
発
生
後
に
、
市
役
所
が
継
続
す

る
必
要
性
の
高
い
通
常
業
務
を
行
う
た
め
に

は
、
全
庁
的
な
業
務
継
続
計
画
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

Ａ　

現
在
の
と
こ
ろ
策
定
は
で
き
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
。
今
後
、
府
と
も
連
携
す
る
中
で
、
ま

た
、
近
隣
市
の
状
況
を
見
る
中
で
、
策
定
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

あ
や
べ
産
業
ま
つ
り
の
出
店
者
向
け
ア
ン

ケ
ー
ト
で
の
課
題
と
し
て
、
日
程
、
会
場
、
２

日
間
を
１
日
に
集
中
し
て
は
な
ど
の
意
見
が

あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
本
年
度
の
実
行
委
員
会
の

計
画
は
ど
う
か
。

Ａ　

毎
年
11
月
の
第
２
日
曜
日
に
開
催
し
て
き
た

が
、
本
年
は
11
月
６
日
の
１
日
に
集
中
し
た
開

催
と
す
る
。

会
場
は
、
グ

ン
ゼ
ス
ク
エ

ア
一
帯
に
変

更
。
内
容
も

見
直
し
、
盛

大
に
開
催
で

き
る
よ
う
に

準
備
を
し
て

い
る
。

■昨年の産業まつりの様子

大島・高津JR踏切拡幅と周辺道路の整備計画を
創政会　　高　橋　　　輝

仮称「情報・コミュニケーションアクセスバリアフリー条例」制定の考えは
福祉フロンティア移送サービスの今後は民政会　　松　本　幸　子

防災対策の考えは
今年のあやべ産業まつりの計画は公明党　　森　　　義　美
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Ｑ　

学
校
教
育
法
で
は
、
小
学
校
と
中
学
校
し
か

認
め
て
い
な
か
っ
た
が
、
小
中
一
貫
校
の
一
種

で
あ
る
義
務
教
育
学
校
が
追
加
規
定
さ
れ
た
。

小
中
一
貫
教
育
を
進
め
て
い
る
綾
部
市
に
お
い

て
は
一
定
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
所
見
は
。

Ａ　

現
時
点
で
は
、
ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
も
ソ
フ

ト
面
に
お
い
て
も
、
新
し
い
義
務
教
育
学
校
を

導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
少
な
い
と
考
え
る
。
現

在
、
府
内
で
の
導
入
は
な
い
が
、
他
府
県
の
状

況
に
つ
い
て
も
十
分
注
視
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

放
射
線
防
護
対
策
設
備
は
、
稼
働
ま
で
に
30

分
以
上
か
か
り
、
騒
音
も
か
な
り
大
き
い
。
こ

の
装
置
は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
時
に
、

速
や
か
な
避
難
が
難
し
い
老
人
保
健
施
設
等
に

設
置
す
る
の
が
有
効
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ａ　

今
年
度
、
八
津
合
町
の
松
寿
苑
に
お
い
て
事

業
採
択
さ
れ
、
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
事
業
の
採
択
要
件
は
年
度
に
よ
っ
て
変
更

が
あ
る
が
、
該
当
す
る
福
祉
施
設
な
ど
に
照
会

し
、
安
全
・
安
心
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

原
発
の
運
転
期
間
は
、
原
則
40
年
と
定
め
て

い
る
の
に
、
高
浜
原
発
１
・
２
号
機
に
つ
い
て

は
、
60
年
ま
で
の
延
長
を
許
可
し
た
。
非
常
に

遺
憾
で
あ
り
不
安
で
あ
る
が
、
市
の
考
え
は
。

Ａ　

運
転
開
始
か
ら
40
年
が
経
過
し
て
、
デ
ジ
タ

ル
対
応
も
で

き
て
い
な
い

よ
う
な
時
代

の
も
の
を
、

さ
ら
に
20
年

延
長
し
て
使

用
す
る
場
合

は
、
慎
重
に

は
慎
重
を
期

す
必
要
が
あ

る
。

■放射線防護対策設備（奥上林公民館）

Ｑ　

「
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充

実
強
化
に
関
す
る
法
律
」
施
行
後
、
市
に
お
い

て
は
消
防
団
の
装
備
充
実
に
努
め
て
も
ら
っ
て

い
る
が
、
今
年
度
消
防
本
部
が
導
入
し
た
夜
間

に
山
間
部
等
で
広
範
囲
に
活
動
す
る
際
、
有
効

な
可
搬
式
バ
ル
ー
ン
型
投
光
機
を
、
消
防
団
に

も
配
備
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

熊
本
地
震
で
は
、
市
か
ら
緊
急
消
防
援
助
隊

一
隊
を
災
害
現
場
に
派
遣
し
、
夜
を
徹
し
た
救

助
活
動
を
行
っ
た
。
そ
の
経
験
か
ら
、
二
次
災

害
発
生
防
止
と
安
全
管
理
の
た
め
、
移
動
可
能

で
周
囲
を
広
く
照
ら
す
バ
ル
ー
ン
型
投
光
機
２

基
を
緊
急
に
消
防
本
部
に
整
備
し
た
。
消
防
団

活
動
に
も
非
常
に
有
効
と
考
え
て
い
る
の
で
、

配
備
に
つ
い
て
今
後
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

消
防
団
１
期
２
年
の
改
編
を
前
に
、
市
民
の

安
全
・
安
心
の
要
の
消
防
団
員
の
減
少
が
止
ま

ら
な
い
現
実
か
ら
、
昨
年
の
議
会
で
、
府
内
の

市
で
初
と
な
る
消
防
団
員
を
優
遇
す
る
「
消
防

団
応
援
の
店
制
度
」
に
つ
い
て
提
案
し
た
が
、

そ
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

Ａ　

昨
年
度
緑
土
と
、
消
防
団
員
が
優
遇
を
受
け

ら
れ
る
契
約
を
締
結
し
、
延
べ
１
９
５
人
の
消
防

団
員
が
優
遇
を
受
け
て
い
る
。
今
年
８
月
か
ら
は
、

ふ
れ
あ
い
牧
場

で
も
優
遇
が
受

け
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
。
今
後

は
市
内
の
事
業

所
に
幅
広
く
広

報
し
、
優
遇
制

度
に
賛
同
い
た

だ
く
事
業
所
を

募
り
、
早
期
に

展
開
し
て
い
き
た

い
。

■消防団活動に活用されたバルーン型投光機

Ｑ　

関
係
機
関
、
住
民
参
加
に
よ
る
防
災
訓
練
は
、

回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
成
果
と
課
題
が
整
理
さ

れ
実
行
性
の
高
い
訓
練
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
今

年
の
訓
練
の
総
合
的
な
評
価
は
ど
う
か
。

Ａ　

迅
速
か
つ
的
確
に
対
処
す
る
実
践
的
な
訓
練

に
な
っ
た
と
考
え
る
。
関
係
機
関
と
は
、
平
常
時

か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築
し
て
お
り
、
一

層
の
緊
密
な
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｑ　

今
年
は
、
格
別
な
猛
暑
の
中
で
団
長
点
検
が

実
施
さ
れ
た
。
受
検
中
に
体
調
不
良
を
訴
え
た

団
員
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
、
あ
る
べ
き
現
場

対
応
と
し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
保
冷
ボ
ッ
ク
ス
備
品
、

薬
箱
等
の
準
備
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

今
年
は
、
全
体
で
６
名
の
体
調
不
良
を
訴
え

る
団
員
が
発
生
し
、
う
ち
２
名
は
医
療
機
関
で

受
診
し
た
。
応
急
手
当
セ
ッ
ト
を
準
備
し
て
お

り
、
体
調
不
良
を
訴
え
た
団
員
に
は
、
手
当
を

行
い
、
休
ま
せ
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
る
。

Ｑ　

府
か
ら
新
た
に
太
陽
光
・
蓄
電
設
備
セ
ッ
ト

導
入
の
住
宅
に
対
し
、
本
市
の
補
助
金
と
合
わ

せ
て
最
大
46
万
円
の
補
助
金
の
後
押
し
制
度
が

７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
寄

与
し
、
地
産
地
消
の
自
然
に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
市
民
周
知
を
図
ら
れ
た
い
。

Ａ　

家
庭
向
け
自

立
型
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
補
助
金
制
度

と
し
て
、
従
来

か
ら
あ
る
制
度

と
合
わ
せ
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
広
報
ね
っ

と
な
ど
を
フ
ル

活
用
し
周
知
に

努
め
た
い
。

■平成28年度綾部市総合防災訓練

義務教育学校に対する市の所見は
放射線防護対策設備の今後の設置は創政会　　波多野　文　義

市民の安全・安心を守る消防団の資機材と
「消防団応援の店制度」の充実を創政会　　荒　木　敏　文

「綾部市総合防災訓練」「消防団長点検」
「太陽光＆蓄電池補助金制度」について問う新政会　　久　木　康　弘
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Ｑ　

高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
事
業
で
、
候
補
地
の

課
題
に
よ
り
、
事
業
計
画
が
遅
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
が
、
候
補
地
決
定
後
１
年
間
も
の
、
地
元

や
議
員
に
報
告
が
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
ま

た
、
現
在
の
進
ち
ょ
く
状
況
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ　

事
務
整
理
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
や
、
具
体

的
な
進
展
も
見
え
な
い
中
で
連
絡
や
報
告
が
で

き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
庁
内
関
係

課
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、
８
月
に
は
候
補
地
の
測
量
が
終
了
し
、
府

と
の
開
発
協
議
に
向
け
慎
重
に
事
務
作
業
を
進

め
て
い
る
。
現
時
点
で
は
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
示
せ
る
状
況
で
は
な
い
。

Ｑ　

海
外
派
遣
事
業
は
、
英
語
へ
の
興
味
や
意
欲

を
高
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
感
覚
や
視
野
を
持
つ

き
っ
か
け
と
な
る
す
ば
ら
し
い
事
業
で
あ
る
。

よ
り
効
果
を
高
め
る
た
め
に
、
留
学
が
ゴ
ー
ル

で
は
な
く
、
帰
国
後
の
報
告
会
に
加
え
、
他
市

の
留
学
経
験
学
生
や
次
年
度
派
遣
研
修
生
と
交

流
を
図
り
、
今
回
の
留
学
で
得
た
も
の
を
定
着

さ
せ
る
取
り
組
み
を
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

派
遣
研
修
生
は
中
学
３
年
生
が
多
く
、
今
年

度
に
つ
い
て
は
高
校
受
験
を
控
え
て
お
り
、
さ

ら
な
る
事
業
は
負
担
が
心
配
。
次
年
度
研
修
生

と
の
交
流
に
つ

い
て
は
、
課
題

も
あ
る
が
高
校

や
中
学
校
と
連

携
を
図
り
、
経

験
を
活
か
せ
る

場
の
設
定
を
前

向
き
に
検
討
し

た
い
。

Ｑ　

将
来
舞
鶴
に
展
開
す
る
液
化
天
然
ガ
ス
の
有

効
活
用
と
綾
部
Ｐ
Ａ
の
道
の
駅
・
地
域
防
災
拠

点
化
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

Ａ　

綾
部
Ｐ
Ａ
の
道
の
駅
、
防
災
拠
点
構
想
、
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
は
府
、
ネ
ク
ス
コ
と
の
経
緯

も
踏
ま
え
多
額
の
事
業
費
が
予
測
さ
れ
る
た

め
、
現
時
点
で
は
困
難
で
あ
る
。

Ｑ　

高
速
道
路
の
結
節
点
と
し
て
綾
部
の
優
位
性

を
活
か
し
、
府
が
提
唱
し
て
い
る
流
通
基
地
と

綾
部
市
の
産
業
用
地
の
現
状
は
。

Ａ　

物
流
拠
点
は
府
と
連
携
し
、
綾
部
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
周
辺
へ
の
整
備
を
目
指
す
。
市
の
産
業

用
地
は
、
綾
部
イ
ン
タ
ー
周
辺
で
の
調
査
を
踏

ま
え
検
討
中
で
あ
る
。

Ｑ　

第
10
回
水
源
の
里
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要
と

水
源
の
里
の
住
民
の
み
な
ら
ず
市
民
と
の
情
報

共
有
は
い
か
が
か
。

Ａ　

10
年
の
取
り
組
み
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
同

時
に
、
１
日
目
は
養よ

う
ろ
う
た
け
し

老
孟
司
先
生
の
基
調
講
演

や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
、
２
日

目
は
６
コ
ー
ス
の
現
地
視
察
を
計
画
し
、
本
市

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

Ｑ　

想
定
も
し
な
い
災
害
に
対
し
、
防
災
を
基
本

と
し
た
地
域
強
靭
化
計
画
を
府
は
策
定
中
で
あ

る
が
、
市
の
考
え
は
。

Ａ　

ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
な
ど
の

見
直
し
を
優
先

し
て
取
り
組
み

た
い
。
今
後
府

の
事
例
を
研
究

す
る
と
と
も
に

近
隣
市
町
の
動

向
も
把
握
し
検

討
す
る
。

■平成28年度綾部市総合防災訓練

Ｑ　

原
子
力
発
電
所
事
故
発
生
時
、
避
難
道
路
の

交
通
渋
滞
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
の

か
。
ま
た
、
放
射
能
雲
は
、
風
速
１
メ
ー
ト
ル

の
時
、
８
時
間
20
分
で
30
キ
ロ
に
到
達
す
る
。

よ
り
早
く
避
難
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
。

Ａ　

平
成
25
年
、
京
都
府
地
域
防
災
見
直
し
部
会

で
示
さ
れ
て
い
る
。
避
難
時
間
は
最
速
で
14
時

間
50
分
、
最
長
29
時
間
20
分
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
避
難
計
画
作
成
の

参
考
と
す
る
た
め
の
推
計
値
。
渋
滞
緩
和
策
と

し
て
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
と
バ
ス
避
難
を

最
優
先
し
、
自
家
用
車
避
難
は
乗
り
合
わ
せ
等

周
知
に
努
め
た
い
。

Ｑ　

避
難
訓
練
で
は
、
晴
天
・
雨
天
を
想
定
さ
れ

て
い
る
が
、
土
砂
災
害
、
積
雪
な
ど
に
よ
り
通

行
不
能
、
う
回
路
の
な
い
地
域
へ
の
対
応
は
。

Ａ　

災
害
時
に
お
け
る
応
急
・
復
旧
対
策
に
つ
い

て
協
定
を
締
結
す
る
綾
部
建
設
業
協
会
と
の
連

携
、
市
で
対
応
困
難
な
場
合
は
自
衛
隊
・
警
察
・

消
防
な
ど
実
動
組
織
の
支
援
要
請
を
す
る
。

Ｑ　

原
子
力
防
災
対
策
指
針
に
定
め
ら
れ
て
い
る

Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
域
内
の
避
難
基
準
20
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
は
、
高
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

事
故
の
教
訓
や
知
見
を
ふ
ま
え
た
実
効
的
な

防
護
措
置
を

実
施
す
る
判

断
基
準
で
あ

り
、
国
際
原

子
力
機
関
が

定
め
る
最
新

の
安
全
基
準

に
も
整
合
す

る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

何北地区高齢者福祉施設整備事業の現状と今後は
飛び立て！中学生海外派遣事業の今後は民政会　　種　清　喜　之

夢ある綾部実現の政策を
民政会　　相　根　一　雄

原子力発電所事故発生時の避難路の確保、
避難基準の見直しは日本共産党　　井　田　佳代子

■何北地区高齢者福祉施設整備予定地

■原子力避難訓練に参加する住民のみなさん
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Ｑ　

下
水
道
審
議
会
が
５
月
30
日
に
開
催
さ
れ
、

４
回
の
審
議
を
経
て
８
月
に
答
申
に
な
っ
た
。

そ
の
審
議
の
内
容
は
ど
う
か
。

Ａ　

審
議
会
で
は
、
公
共
下
水
、
農
業
集
落
排
水
、

浄
化
槽
の
３
事
業
を
同
じ
水
量
制
に
し
、
基
本

水
量
を
廃
止
す
る
。
下
水
道
料
金
を
平
均
し
て

10
〜
15
％
引
き
上
げ
る
と
の
答
申
で
あ
る
。

Ｑ　

水
道
料
金
改
定
で
は
、
早
く
か
ら
財
政
計
画

や
上
水
道
と
簡
易
水
道
会
計
統
合
、
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
な
ど
議
会
に
提
出
し
て
い
た
だ
い
た

が
、
下
水
道
事
業
の
企
業
会
計
化
は
突
然
の
提

起
で
あ
り
、
議
会
へ
の
丁
寧
な
説
明
が
必
要
で

は
な
か
っ
た
か
。

Ａ　

平
成
27
年
度
に
、
平
成
31
年
度
か
ら
企
業
会

計
に
移
行
す
る
こ
と
と
し
、
今
年
度
か
ら
資
産

調
査
を
開
始
し
て
い
る
。
企
業
会
計
に
移
行
す

る
ま
で
に
財
政
状
況
の
分
析
を
行
い
水
道
事
業

ビ
ジ
ョ
ン
と
同
様
の
経
営
戦
略
の
策
定
を
計
画

し
て
い
る
。

Ｑ　

今
回
の
値
上
げ
の
根
拠
に
な
っ
た
の
は
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
縮
減
す
る
こ
と

と
、
平
成
18
年
総
務
省
の
「
今
後
の
下
水
道
財

政
の
あ
り
方
」
が
基
礎
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

今
後
一
般
会
計
の
負
担
が
多
く
な
っ
て
い

く
。
現
在
は
維
持
管
理
費
も
ま
か
な
え
な
い
状

況
で
あ
る
た

め
、
一
定
の

使
用
料
で
負

担
が
必
要
と

考

え

て

い

る
。

■綾部浄化センター

Ｑ　

高
齢
者
は
、
年
金
か
ら
医
療
・
介
護
保
険
料
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
天
引
き
で
、
残
額
が
最
低
生
活
費

以
下
に
な
っ
て
も
行
政
は
把
握
し
な
い
制
度
。

市
内
の
国
民
年
金
平
均
受
給
額
、
持
ち
家
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
の
最
低
生
活
費
の
各
金
額
は
。

Ａ　

綾
部
市
の
国
民
年
金
受
給
額
は
平
成
27
年
度

で
平
均
71
万
２
６
７
０
円
。
最
低
生
活
費
は
65

〜
69
歳
で
80
万
７
７
２
０
円
。
70
歳
以
上
で

75
万
５
５
２
０
円
。

Ｑ　

国
民
年
金
額
は
、
生
活
保
護
費
よ
り
低
い
。

介
護
保
険
の
所
得
段
階
ご
と
に
、
介
護
保
険
料

と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
占
め
る
割
合
を

折
線
グ
ラ
フ
に
し
た
。
結
果
、
低
所
得
層
で

25
％
を
占
め
、
高
所
得
ほ
ど
比
率
は
下
が
り
、

所
得
１
千
万
円
以
上
の
層
で
は
７
％
程
度
。
低

所
得
層
も
同
程
度
の
保
険
料
に
抑
え
る
べ
き
。

ま
た
、
医
療
・
介
護
の
「
制
度
間
調
整
」
で
最

低
生
活
費
以
上
は
天
引
き
し
な
い
制
度
を
求
め

る
。

Ａ　

介
護
保
険
料
の
所
得
段
階
別
で
は
、
高
齢
者

の
非
課
税
世
帯
割
合
が
40
％
あ
る
。
多
く
の
負

担
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度

設
計
の
中
で
応
分
の
負
担
は
お
願
い
せ
ざ
る
を

得
な
い
。「
制
度
間
調
整
」
は
市
町
村
の
権
限

で
実
施
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
な
い
。
な

お
、
市
民
そ
れ

ぞ
れ
の
方
へ
個

別
対
応
も
必
要

で
あ
り
、
担
当

部
所
と
連
携
を

取
り
、
相
談
、

対
応
を
行
っ
て

い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

■所得段階別の医療・介護保険料に占める保険料割合

高齢者の医療・介護保険料軽減策を
日本共産党　　搗　頭　久美子

下水道料金改定は、丁寧な説明と早い資料提供を
日本共産党　　堀　口　達　也

Ｑ　

団
塊
世
代
の
創
業
経
営
者
が
一
斉
に
70
歳
代

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
事
業
継
承
の
決
断
を
迫

ら
れ
る
２
０
１
７
年
問
題
が
あ
る
。
市
内
企
業

の
対
応
状
況
と
行
政
支
援
の
状
況
は
。

Ａ　

も
の
づ
く
り
企
業
の
世
代
交
代
は
お
お
む
ね

順
調
に
進
ん
で
い
る
。
今
後
、
市
内
事
業
者
の

動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、関
係
機
関
と
連
携
し
、

支
援
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

近
隣
市
で
は
中
小
企
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
本
市
に
お

い
て
も
専
門
的
な
窓
口
を
設
置
し
、
中
小
企
業

の
支
援
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

本
市
で
は
、
実
質
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
を

通
じ
、
行
政
と
関
係
機
関
が
密
に
連
携
強
化
を

図
る
仕
組
み
が
で
き
て
い
る
た
め
、
専
門
的
な

窓
口
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ　

市
内
に
は
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
や
子
ど
も

１
１
０
番
の
車
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

設
置
数
や
事
業
所
数
は
。
ま
た
、
対
応
等
の
研

修
は
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

平
成
28
年
８
月
現
在
で
、
子
ど
も
１
１
０
番

の
家
は
４
６
３
件
、
車
は
３
事
業
所
で
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。
登
録
す
る
段
階
で
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
元
に
説
明
し
、
登
録
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
た
め
、
登
録
者
を
対
象
と
し
た
研

修
は
実
施
し
て
い
な
い
。

中小企業サポートセンターの設置を
子ども１１０番の家の状況は新政会　　片　岡　英　晃

■子ども１１０番の家に
　設置されているプレート
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晩
秋
の
候　

市
民
の
皆
様
に
は

お
元
気
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
綾
部
市
政
並
び
に

綾
部
市
議
会
の
運
営
に
関
し
ま
し

て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

頂
戴
し
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
17
期
の
市
議
会
は
、
ち
ょ
う

ど
２
年
が
経
過
し
、
任
期
の
折
り

返
し
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。こ

の
２
年
間
を
振
り
返
っ
て
見

ま
す
と
、
国
に
お
い
て
は
、
我
が

国
の
景
気
・
経
済
の
回
復
に
向
け

た
取
り
組
み
が
進
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
が
、
地
方
に
お
き
ま
し
て
も

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
、

地
域
の
活
力
を
い
か
に
し
て
見
出

し
て
い
く
か
、
地
方
創
生
へ
の
取

り
組
み
も
経
済
対
策
と
共
に
推
進

さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

幸
い
綾
部
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

京
都
府
と
の
連
携
の
下
で
世
界
的

な
企
業
の
主
力
工
場
の
誘
致
に
成

功
す
る
と
と
も
に
、
既
に
立
地
し

た
企
業
等
に
お
い
て
も
工
場
棟
の

増
設
や
新
規
事
業
の
展
開
な
ど
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
雇
用
の
確
保

対
策
も
順
調
に
推
移
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
雇
用
者
の
定

住
化
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
求
め
る
I
・
Ｊ

タ
ー
ン
や
、
全
国
で
も
先
進
的
な

定
住
・
空
き
家
対
策
な
ど
、
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
人
口
増
加

に
つ
な
が
る
直
接
・
間
接
の
施
策

も
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
現
在
、
新
た
な
府
北

部
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
建
設
や
新

市
民
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
は
じ

め
、
京
都
産
業
大
学
な
ど
の
大
学

連
携
の
推
進
、
国
道
27
号
や
主
要

府
道
の
整
備
促
進
な
ど
、
綾
部
市

を
取
り
巻
く
環
境
は
「
持
続
・
発

展
」
に
向
け
て
大
き
な
う
ね
り
と

な
っ
て
動
き
始
め
よ
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
以
上
の
よ
う
に
、

綾
部
市
に
と
り
ま
し
て
は
大
変
重

要
な
時
期
で
も
あ
り
、
議
員
各
位

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
戴
し
、

私
ど
も
正
副
議
長
の
再
任
を
ご
決

定
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

議
会
と
市
長
を
は
じ
め
と
す
る

執
行
機
関
と
は
「
２
元
代
表
制
」

と
言
わ
れ
て
お
り
、
議
会
に
求
め

ら
れ
る
役
割
と
し
て
は
、
市
民
目

線
に
立
脚
し
て
の
政
策
決
定
や
税

の
適
正
な
執
行
を
監
視
す
る
役

割
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
議
会
の
自
律
の
問
題
と
し
て
、

政
務
活
動
費
の
問
題
等
も
目
的
に

沿
っ
て
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る

の
か
事
業
成
果
を
し
っ
か
り
と
評

価
し
て
い
く
こ
と
も
今
こ
そ
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
市
民
の
皆
様
か
ら

の
多
様
な
ご
意
見
ご
要
望
を
議
会

と
し
て
お
聞
き
し
、
自
ら
を
律
し

つ
つ
市
民
目
線
に
立
っ
て
政
策
提

案
と
市
政
執
行
の
チ
ェ
ッ
ク
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
就
任
に
あ
た
っ
て

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

議会の新体制が決まりました

《議会運営委員会》

　委 員 長　波多野　文　義

　副委員長　種　清　喜　之

　委　　員　荒　木　敏　文

　　　　　　久　木　康　弘

　　　　　　相　根　一　雄

　　　　　　吉　崎　　　久

　　　　　　堀　口　達　也

定例会の会期や進め方などを協

議し、円滑な議会運営を行います。

議 長

副 議 長

監 査 委 員

京都府後期高齢者
医療広域連合議会議員

京都地方税機構
議 会 議 員

安藤和明

吉崎　進

相根一雄

森　義美

高倉武夫

議　長

安　藤　和　明

副議長

吉　崎　　　進

 
 

就
任
の
ご

あ
い
さ
つ
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《由良川内水対策特別委員会》全議員で構成

　委 員 長　吉　崎　　　久　　　　副委員長　松　本　幸　子

由良川の内水対策について調査研究をします。

常 任 委 員 会

《総務教育建設委員会》

　委 員 長　村　上　宣　弘

　副委員長　荒　木　敏　文

　委　　員　久　木　康　弘

　　　　　　波多野　文　義

　　　　　　種　清　喜　之

　　　　　　相　根　一　雄

　　　　　　搗　頭　久美子

　　　　　　吉　崎　　　久

　　　　　　安　藤　和　明

企画財政部、総務部、建設部、会計課、

消防本部及び教育委員会の所管に関する

事項について審査します。

《産業厚生環境委員会》

　委 員 長　森　　　義　美

　副委員長　片　岡　英　晃

　委　　員　松　本　幸　子

　　　　　　井　田　佳代子

　　　　　　高　橋　　　輝

　　　　　　高　倉　武　夫

　　　　　　塩　見　麻理子

　　　　　　堀　口　達　也

　　　　　　吉　崎　　　進

市民環境部、福祉保健部、農林商工部、

定住交流部、農業委員会及び上下水道部の

所管に関する事項について審査します。

《予算決算委員会》　全議員で構成

　委 員 長　高　橋　　　輝　　　　副委員長　井　田　佳代子

予算決算議案に関する事項について審査します。

綾部市議会の構成

特 別 委 員 会



大きくなったら
どんな仕事がしたい？（目標）
　スポーツ（野球）に関わる仕事。料理人。プ

ロ野球選手になって日本を盛り上げる。特殊

メイクアーティスト。医者や獣医。差別をなく

す仕事。みんなと国のつながりがより良く

なってほしい。体操選手。ちゃんと休みや給

料がもらえる仕事。地元で働いて、毎日が楽

しくなる仕事がしたい。そして、人のためにな

ることがしたい。

　　　学校のどんなところが好き？
　校舎が新しいところ。みんな仲良くできる。上級生が下級生に優しい。地

域の人にあいさつができる。全校が元気なところ。行事にみんなで全力を

出して取り組める。明るい雰囲気で楽しい。教え合いができる。給食を残さ

ない。悪いと思ったことは「ごめん」と言える。委員会行事がたくさんある。

友達のことを気にかけることができる。けんかがない。委員会などでいろい

ろなことにチャレンジできる。よく発表する。学校の決まりやルールを守るこ

とができる。笑顔があふれるところ。給食がおいしい。いじめがない。

地域（綾部全体）のどんなところが好き？
　緑が多い。自然が豊かなところ。楽しい行事がたくさんある。楽しい

企画をしてくれる。スポーツチームがたくさんある。川がきれい。やな

漁がある。ドッジボールチームが強い。いつも見守ってくれる。登下校

をするときに地域の人に笑顔であいさつしてもらえる。地域や綾部市

が明るい。みんな親切。ためになる話をしてくれる。声をかけてくれる。

地域の人にありがとう！
周りの大人たちに感謝していることは？
　毎日、登下校時に見守っていただいているので、安心して登下校できる

こと。声をかけてもらえてうれしい。「おはよう」と言ってもらってから、自分

からあいさつできるようになった。太鼓の練習の時に、太鼓の叩き方を教

えてくれること。いろいろな工夫を考え、喜んでもらうために全力で頑張っ

ている人がいる。草刈りや雪かきをしてくれて、通学路をきれいにしても

らっている。登下校時にあいさつをしてくれること。優しく接してくださる。体

育祭ができたこと。資源回収を手伝ってくれる。紙すき体験ができる。

取材を終えて
　みなさんが、地域の方々や他の学年との交流を通じて、様々なことを学び、

感じる中で毎日の学校生活を楽しんでいる様子がよくわかりました。来年４月に

は東綾小中一貫校が開校されます。これまで同様に学年を超えた交流の中か

らいろいろなことを吸収し、地域の方々への感謝の気持ちを忘れることなく、豊

かな自然の中で、勉強にスポーツに励んでください。

第９回の「小学校編」は、東綾小学校を訪問し、編集委員が児童

会８人の声を聞いてきました。東綾小学校は、平成２９年４月に施設

一体型の小中一貫校として開校されます。小学校と中学校をうまくつ

なぎ、９年間の義務教育でたくましく生きる力を育成するための教育

の在り方について、充実を図る取り組みを進めておられます。

～東綾
小学校

～
（平成

28年1
0月 取材

）

世代から
の

メッセ
ージ次次

児童会の皆さん

後期児童
会本部委

員会の様
子

A
ya
be
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　今号から議会だよりは新しい編集委員

での発行となります。引き続き市民の皆

様に議会や議員の活動を身近に感じてい

ただける紙面にするとともに、開かれた議会となるようさらに努力をし

てまいります。

　これからますます寒くなってまいりますが、体調管理には十分お気を

付けください。

編集／議会だより編集委員会
安藤和明・吉崎　進・荒木敏文・松本幸子・片岡英晃・井田佳代子・搗頭久美子・森　義美

編 集 後 記


